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2023 年 1 月 30 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

通
常
国
会
始
ま
る
（
23

日
）。「
会
期
は
６
月
21
日

ま
で
の
１
５
０
日
間
」「
岸

田
首
相
は
施
政
方
針
演
説

で
、
大
軍
拡
と
大
増
税
を

進
め
る
姿
勢
を
示
し
た
」

「
国
民
へ
の
説
明
も
な
し

に
閣
議
決
定
し
、
バ
イ
デ

ン
大
統
領
へ
の
報
告
を
優

先
さ
せ
る
の
は
お
か
し

い
」「
敵
基
地
攻
撃
能
力
の

保
有
は
専
守
防
衛
を
か
な

ぐ
り
捨
て
た
暴
挙
だ
」

大
軍
拡
も
大
増
税
も
Ｎ
Ｏ
！

賃
金
あ
げ
て
消
費
税
さ
げ
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

　

岸
田
政
権
は
２
０
２
３

年
度
予
算
で
、
過
去
最
大

の
６
兆
８
２
１
９
億
円
の

軍
事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
と
比
べ
て
も
ケ

タ
違
い
の
増
額
で
す

（
図
）。
24
年
度
以
降
に
充

て
る
た
め
に
創
設
す
る

「
防
衛
力
強
化
資
金
」（
仮

称
）
へ
の
繰
入
額
３
兆
３

８
０
６
億
円
を
加
え
る
と
、

10
兆
円
を
超
え
る
大
軍
拡

で
す
。

  

岸
田
政
権
は
「
専
守
防

衛
」
を
投
げ
捨
て
、
敵
基

地
攻
撃
を
可
能
に
す
る
た

め
、
米
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
戦
争
や
イ
ラ
ク
戦
争

ケ
タ
違
い
の
増
加

軍
事
費
６
・
８
兆
円

戦
争
止
め
る
た
め
動
い
て
い
き
た
い

　
　

演
出
家
の
宮
本
亜
門
さ
ん

　

沖
縄
県
主
催
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
11
日
、
演
出
家

の
宮
本
亜
門
さ
ん
が
「
戦

争
の
足
音
が
聞
こ
え
る
今

だ
か
ら
知
っ
て
ほ
し
い
こ

と
」
と
題
し
て
講
演
。

　

宮
本
さ
ん
は
、
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

や
緊
迫
す
る
台
湾
情
勢
に

触
れ
、
解
決
の
た
め
に
は

「
互
い
に
大
き
な
壁
を
立

て
る
の
で
は
な
く
、
外
交

こ
そ
大
事
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
難
し
い
天
災
と
比
べ
、

戦
争
は
人
災
で
あ
り
止
め

ら
れ
る
と
述
べ
、「
今
、
大

き
な
分
岐
点
に
分
か
れ
て

い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
未

来
は
私
た
ち
に
懸
か
っ
て

い
る
。
私
は
戦
争
を
止
め

る
た
め
に
動
い
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

で
使
っ
た
巡
航
ミ
サ
イ

ル
・
ト
マ
ホ
ー
ク
の
取
得

▽
射
程
１
０
０
０
㌔
の

「
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
」の

開
発
・
量
産
▽
島
し
ょ
防

衛
用
高
速
滑
空
弾
の
開
発

―
―
な
ど
を
盛
り
込
ん
で

お
り
、
こ
れ
に
も
膨
大
な

軍
事
費
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

岸
田
政
権
は
今
後
５
年

間
の
軍
事
費
を
43
兆
円
と

し
、
27
年
度
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
２
％
に
す
る
と
決
め
て

お
り
、
軍
拡
は
23
年
度
に

と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

　

大
軍
拡
を
大
前
提
と
す

る
限
り
、「
軍
事
栄
え
て
民

滅
ぶ
」
の
日
本
に
行
き
着

く
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

９
条
を
持
つ
日
本
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、ASEAN

 

な

ど
と
も
協
力
し
、
東
ア
ジ

ア
の
全
体
を
戦
争
の
な
い

地
域
に
し
て
い
く
こ
と
で

す
。

軍
事
栄
え
て
民
滅
ぶ
日
本
に
す
る
な

年収別にみた物価高騰による負担増の割合
　　　　　低所得世帯ほど打撃
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
政
府
が
連
休
明
け
の
５

月
８
日
か
ら
５
類
へ
の
引

き
下
げ
を
決
め
た
」「
マ
ス

ク
着
用
も
屋
内
外
を
問
わ

ず
、個
人
の
判
断
と
い
う
」

「
コ
ロ
ナ
専
門
家
会
議
で

は
今
後
も
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
無
料
に
す
べ
き
と
の
意

見
が
多
数
だ
っ
た
」「
受
診

費
用
は
自
己
負
担
が
原
則

だ
か
ら
受
診
控
え
が
増
え

る
の
で
は
な
い
か
」「
か
か

り
つ
け
病
院
の
医
師
が
医

療
逼
迫
や
死
者
数
の
増
加

を
危
惧
し
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
電
が
値
上
げ
申
請
。

「
６
月
以
降
の
家
庭
向
け

電
気
料
金
を
３
割
値
上
げ

す
る
」「
平
均
家
庭
で
月

２
６
１
１
円
の
負
担
増
と

な
る
」「
食
品
を
は
じ
め
生

活
必
需
品
の
値
上
げ
が
続

く
な
か
家
計
へ
の
影
響
が

大
き
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

電
子
処
方
箋
の
運
用
開

始
（
26
日
）。「
処
方
ミ
ス

や
複
数
の
病
院
か
ら
の
重

だ
」「
米
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

も
18
日
、
３
月
末
ま
で
に

世
界
の
従
業
員
の
５
％
弱

に
あ
た
る
約
１
万
人
を
削

減
す
る
と
発
表
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
初
場
所
。
大
関

貴
景
勝
が
優
勝
。「
３
年
前

の
11
月
場
所
以
来
３
度
目

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

寒
波
襲
来
。「
先
週
は
、

こ
の
冬
一
番
の
強
い
寒
気

が
流
れ
込
み
全
国
で
寒
い

日
が
続
い
た
」「
JR
西
日
本

で
は
大
阪
や
京
都
府
内
で

多
数
の
電
車
が
雪
で
立
ち

往
生
。
新
名
神
高
速
道
で

　

財
務
省
が
19
日
発
表
し

た
２
０
２
２
年
の
貿
易
統

計
速
報
に
よ
る
と
、
貿
易

収
支（
輸
出
額
―
輸
入
額
）

は
19
兆
９
７
１
３
億
円
の

赤
字
で
、
赤
字
幅
は
比
較

可
能
な
１
９
７
９
年
以
降
、

22 年貿易赤字過去最大
　経済構造のゆがみ反映

   主因はアベノミクス

　

志
位
委
員
長
は
23
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
第
８
波
の

「
医
療
崩
壊
」
に
つ
い
て
、

▽
死
者
数
が
過
去
最
悪
▽

「
救
急
搬
送
困
難
事
案
」が

過
去
最
悪
▽
１
１
９
番
が

コ
ロ
ナ
８
波
拡
大

   
岸
田
政
権
の
責
任
は
重
い

  
医
療
体
制
強
化
ぬ
き
の

  

「
５
類
」
引
き
下
げ
反
対

も
立
ち
往
生
の
車
が
10
㎞
、

救
助
要
請
が
相
次
い
だ
」

「
25
日
は
北
海
道
か
ら
九

州
の
ほ
ぼ
全
域
で
最
低
気

温
が
氷
点
下
に
な
っ
た
」

「
ベ
ラ
ン
ダ
の
ポ
リ
バ
ケ

ツ
に
氷
が
張
っ
て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
早
春
の
野
草
セ
ツ
ブ

ン
ソ
ウ
や
ス
ノ
ー
ド
ロ
ッ

プ
が
咲
き
は
じ
め
た
」

複
処
方
を
防
ぎ
や
す
く
な

る
と
い
う
」「
デ
ー
タ
は
国

の
専
用
サ
ー
バ
ー
で
管
理

す
る
。
個
人
情
報
の
流
出

が
心
配
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
グ
ー
グ
ル
が
１
万
２

千
人
削
減
発
表
（
20
日
）。

「
持
ち
株
会
社
で
あ
る
米

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
社
員
の

約
６
％
に
相
当
す
る
規
模

過
去
最
大
で
す
。
こ
の
貿

易
赤
字
は
日
本
経
済
の
構

造
的
ゆ
が
み
の
表
れ
で
す
。

　

輸
入
額
増
加
の
主
因
で

あ
る
異
常
円
安
を
招
い
た

の
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
す
。

賃
上
げ
政
策
や
消
費
税
減

税
で
内
需
を
活
発
化
し
、

農
業
・
漁
業
・
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
内
需

産
業
を
振
興
す
る
政
治
へ

の
大
転
換
が
必
要
で
す
。

な
か
な
か
つ
な
が
ら
な
い

▽
高
齢
者
施
設
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
多
発
し
て
い
る
―

と
い
う
実
態
を
あ
げ
、
無

為
無
策
を
続
け
た
岸
田
政

権
を
批
判
し
ま
し
た
。

ぬ
き
に
こ
れ
を
押
し
付
け

た
ら
医
療
現
場
の
大
混
乱

は
さ
け
ら
れ
な
い
。
医
療

費
を
自
己
負
担
に
す
る
こ

と
は
医
療
ア
ク
セ
ス
へ
の

ハ
ー
ド
ル
を
さ
ら
に
引
き

上
げ
犠
牲
を
拡
大
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
。
医
療
へ
の

公
的
責
任
放
棄
の
方
針
を

推
進
さ
せ
る
こ
と
は
断
じ

て
認
め
ら
れ
な
い
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

非
正
規
雇
用
の
拡

大
や
消
費
税
増
税

で
国
民
の
所
得
を

減
ら
し
、
金
融
緩

和
に
よ
る
輸
入
物

価
の
高
騰
で
生
活

と
営
業
を
一
層
の

苦
境
に
追
い
込
み

ま
し
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
食
料
の
海

外
依
存
も
、
輸
入

額
増
加
の
重
大
要

因
で
す
。

　

実
効
性
の
あ
る

「安保３文書」閣議決定を憂慮

　日本パグウォッシュ会議

　

核
兵
器
廃
絶
な
ど
を
め

ざ
す
科
学
者
団
体
「
日
本

パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
」

は
こ
の
ほ
ど
、「
安
保
関
連

３
文
書
」
の
閣
議
決
定
を

憂
慮
し
、
平
和
を
め
ぐ
る

科
学
者
・
市
民
の
積
極
的

議
論
を
呼
び
か
け
る
声
明

を
発
表
し
ま
し
た
。

　

４
日
発
表
の
同
声
明
は
、

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有

は
日
本
国
憲
法
に
明
ら
か

に
反
し
、「
専
守
防
衛
の
立

場
か
ら
も
逸
脱
」
し
て
い

る
と
強
調
。
常
に
相
手
を

上
回
る
軍
事
的
能
力
を
手

に
す
る
こ
と
を
め
ざ
す

「
抑
止
論
」を
批
判
し
、「
究

極
の
兵
器
と
し
て
の
核
兵

器
を
正
当
化
す
る
姿
勢
に

も
つ
な
が
る
」
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　

平
和
と
民
主
主
義
を
守

り
戦
争
の
危
険
を
回
避
す

る
に
は
、「
政
府
の
判
断
の

み
で
拙
速
な
政
策
決
定
を

行
な
う
の
で
は
な
く
、
冷

静
、
客
観
的
な
議
論
を
社

会
全
体
で
行
な
い
、
慎
重

な
検
討
を
重
ね
て
い
く
必

要
」
が
あ
る
と
し
て
、
積

極
的
な
議
論
と
行
動
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岸
田
首
相
が
、

「
第
５
類
」に
引
き
下
げ
る

方
針
を
出
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、「
医
療
体
制
の
強
化


